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老
　
村
で
は
、
家
庭
奉
仕
貝
派
遣
事

業
に
有
料
制
度
を
取
り
入
れ
ま
し

た
。
今
ま
で
は
、
寝
た
き
り
老
人
、

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
な
ど
介
護
困

難
な
低
所
得
世
帯
を
対
象
に
（
無

料
〉
で
行
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
所
得
の
あ
る
世
帯
で

も
（
有
料
最
高
五
百
八
十
円
・
一

時
間
あ
た
り
）
派
遣
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
手
続
等
詳
し
く
は
役
場
社
会
福

祉
課
、
福
祉
係
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
（
費
二
五
一
丁
内
線
三
三
）

な

故

　
農
繁
期
を
迎
え
、
朝
早
く
か
ら

夜
遅
く
ま
で
ト
ラ
ク
タ
ー
や
耕
運

機
が
動
き
回
っ
て
い
ま
す
。
毎
年

こ
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
ト
ラ
ク

タ
ー
に
よ
る
転
倒
事
故
な
ど
が
起

き
ま
す
。
昨
年
、
中
里
村
で
も
二

件
の
ト
ラ
タ
タ
ー
転
倒
事
故
が
起

き
二
人
が
ケ
ガ
を
し
て
い
ま
す
。

　
あ
ぜ
を
越
え
る
と
き
や
、
橋
を

渡
る
と
き
な
ど
は
、
念
に
は
念
を

入
れ
て
事
故
の
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
“
な
ん
だ
こ
の
く
ら
い
”

と
い
う
自
信
過
剰
が
事
故
に
つ
な

が
り
ま
す
。

　
厚
シ
マ
ッ
タ
”
と
い
う
こ
と
の
な

い
よ
う
に
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

求

訳

　
今
年
度
、
中
国
残
留
日
本
人
孤

児
百
八
十
人
の
訪
日
調
査
が
三
回

に
わ
た
っ
て
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
日
本
人
孤
児
の
身
元
判

明
後
の
里
帰
り
や
中
国
か
ら
の
帰

国
者
の
通
訳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

求
め
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
中
里
村
社
会
福
祉
協

議
会
ま
で
（
費
二
五
二
〇
）

新

る

　
上
越
新
幹
線
開
通
記
念
、
8
3
新

潟
博
が
新
潟
市
親
松
で
七
月
一
日

か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
開
か
れ

ま
す
。

★
内
容

◎
あ
す
の
新
潟
館

◎
大
地
と
海
の
自
然
館

◎
ゆ
た
か
な
国
土
館

◎
ハ
ル
ピ
ン
友
好
展
覧
館

◎
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

◎
国
際
友
好
館

◎
エ
ナ
ジ
ー
ド
ー
ム

◎
未
来
情
報
館

◎
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
館

◎
高
速
鉄
道
館

　
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
パ
ビ
リ
オ
ン

が
勢
ぞ
ろ
い
し
て
い
ま
す
。

　
親
子
づ
れ
で
行
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
入
場
前
売
券
（
大
人
千
二
百

円
、
高
校
生
八
百
円
、
小
・
中
学
生

五
百
円
、
幼
児
二
百
円
）
が
役
場
開

発
課
（
費
二
玉
一
一
、
内
線
四
一
）

に
あ
り
ま
す
の
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　
　
十
日
町
労
働
基
準
監
督
署

　
　
（
台
9
一
毫
平
二
⊥
一
〇
七
九
）

お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
「
ま
さ
か
あ
の
人
が
交
通
事
故

で
…
…
一
人
の
命
を
一
瞬
に
し
て

奪
う
交
通
事
故
、
昨
年
一
年
間
で

九
千
七
十
三
人
が
死
亡
し
、
死
傷

者
が
六
十
二
万
と
い
う
も
の
す
ご

い
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
に
会
っ
た
人
の
中
で

も
解
決
が
つ
か
ず
困
っ
て
い
る
人

が
た
く
さ
ん
い
る
と
聞
き
ま
す
。

　
こ
ん
な
と
き
は
、
ぜ
ひ
、
新
潟

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

（
費
9
…
－
二
五
⊥
八
五
一
）
へ
ご

き

相
談
く
だ
さ
い
。

★
開
設
場
所

　
新
潟
市
本
町
通
七
番
町
6
全

　
興
亜
火
災
新
潟
支
店
ビ
ル
五
階

★
時
問

・
午
前
九
時
半
～
午
後
四
時
半
（
平

　
日
）

　
午
前
九
時
半
～
正
午
（
土
曜
日
）

　
相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

善

軸
つ

　
里
菊
会
（
皇
居
勤
労
奉
仕
団
、

会
長
大
島
シ
ゲ
ノ
さ
ん
V
よ
り
高

道
山
小
学
校
へ
雑
布
八
十
五
枚
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

済

　
　
◇
編
集
後
記
◇

　
今
回
の
特
集
は
、
村
の
人
ロ
減

少
を
追
っ
て
み
ま
し
た
。
こ
の
次

は
、
農
業
、
麟
業
、
工
業
と
い
ち

た
薗
で
も
ど
の
よ
う
な
移
り
蛮
η

を
し
て
い
る
の
か
を
追
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
よ
う
や
く
十
二
峠
に
バ
ス
が
運

行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
バ
ス
の
運

行
は
単
に
沿
線
住
民
の
租
便
だ
け

で
な
く
、
清
津
峡
、
七
ツ
釜
を
訪

ず
れ
る
観
光
客
の
増
大
に
つ
な
が

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
見
る
観

光
か
ら
参
加
し
て
汗
を
流
す
観
光

に
変
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
時

期
に
中
里
村
の
観
光
を
も
う
一
度

見
直
し
た
い
も
の
で
す
。

料

　
昭
和
五
十
八
年
度
の
労
働
保
険

料
の
申
告
と
納
付
の
受
付
け
が
、

四
月
一
日
～
五
月
十
六
日
ま
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
手
続
き
が
終
っ
て
い
な
い

事
業
主
の
方
は
、
お
早
め
に
保
険
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■ツベルクリン反応検査およびB　CG（S56、12，1～S57．12。31生）

　5月16日　14：10～14140／倉俣地区／倉俣診療所

　　　　　　15：20～15：30／貝野地区／貝野（小）

　5月17日　14：00～14：30／高道山地区／高道山（小）

　　　　　　14：40～15：00／清津峡地区／清津峡（小）

　　　　　　15＝20～15：30／土倉・倉下／土倉分校

　5月24日　14：00～15100／桂・田中・小原・干溝・荒屋／保健

　　　　　　センター
　5角25日　14：00～15：00／山崎・通り山・桔梗原・芋川新田・

　　　　　　未接種者／保健センター

■レントゲン検診（詳しくは通知書をご覧ください）

　5月12日　新屋敷・本屋敷・堀ノ内・宮中

　5月13日　土倉・倉下・角間・葎沢・小出・東田尻・西田尻・西方

■母観学級　5月20日／12：30～13100／産褥と赤ちゃんの保育

■妊婦検診　5月20日／13：30～14：00

■乳児検診

5月13日13：00←14：001歳半児検診1保健センター
　5月19日　13：00～14：003歳児検診
■日本脳炎　　（初回S54．4。1～S55。3．31．生

　　　　　　追加S53．4．1～S54．3。31。生）

　6月1日　14：10～14：40／倉俣地区／倉俣診療所

　　　”　　15：20～15：30／貝野地区／貝野（小）

　　　3日　14：00～14：30／高道山地区／高道山（小）

　　　　　　14：40～15：00／清津峡地区／清津峡（小）

　　　　　　15：20～15：30／土倉・倉下／土倉分校
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過
疎
地
域
振
興
特
別
措
置
法
に

基
づ
く
過
疎
地
域
は
現
在
、
千
百

五
十
一
市
町
村
、
全
国
市
町
村
数

の
三
五
・
四
％
を
占
め
、
人
口
は

八
百
三
十
九
万
人
で
全
国
の
七
・

二
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
中
里
村
は
、
昭
和
五
十
五
年
四

月
一
日
に
過
疎
地
域
の
指
定
を
受

け
ま
し
た
。
津
南
訂
、
川
西
町
も

同
じ
く
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
昭
和
三
十
年
の
町
村

合
併
当
時
一
万
人
近
か
つ
た
人
口

が
ど
の
よ
う
な
形
で
減
少
し
た
の

か
を
、
昭
和
三
十
年
5
昭
和
五
十

五
年
の
国
勢
調
査
の
数
を
基
に
考

え
て
み
ま
し
た
。

年 出生 死亡 転入 転出

S35 241 102

S40 122 91 280 493

S45 83 65 212 408

S50 94 72 229 283

S55 76 64 166
　1
260

＼・￥
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灘
沁
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昭
和
三
十
年
の
国
勢
調
査
で
は

九
千
八
百
六
十
三
人
を
数
え
た
中

里
村
の
人
口
も
、
昭
和
五
十
五
年

の
国
勢
調
査
で
は
七
千
五
十
七
人

と
な
り
、
こ
の
二
十
五
年
間
に
二

千
八
百
六
人
（
二
八
・
四
％
）
減

少
し
ま
し
た
。

　
こ
の
数
字
は
、
現
在
の
倉
俣
地

区
と
高
道
山
地
区
を
合
せ
た
人
口

に
近
い
も
の
で
す
。

　
人
口
の
流
出
が
最
も
激
し
か
っ

た
の
は
、
昭
和
三
十
五
年
か
ら
四

十
年
の
間
で
す
。
こ
の
五
年
間
に

八
百
二
十
人
（
年
平
均
百
六
十
人
）

の
人
口
が
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の

時
の
流
出
者
の
多
く
は
、
中
学
校

羅
入
口
の
減
少

　
　
　
　
．
～
り

沢
　
　
　
9ノ

　
乗

東

　　　　i7惨

　　　　鷺

や
高
校
を
卒
業
し
た
若
年
層
が
圧

倒
的
に
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
に
多
い
の
が
昭
和
四
十
年
か

ら
四
十
五
年
の
間
で
、
こ
の
五
年

間
に
七
百
八
十
三
人
（
年
平
均
百

五
十
六
人
）
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
時
の
流
出
も
若
年
層
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
三
十
五

年
～
四
十
年
に
比
べ
六
十
歳
以
上

の
人
口
の
流
出
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
人
口
の
減
少
も
オ
イ
ル
シ

ョ
ッ
ク
後
の
昭
和
五
十
年
以
降
は

年
平
均
三
十
人
く
ら
い
で
推
移
し

て
い
ま
す
。

　
昭
和
三
十
年
の
世
帯
数
は
、
千

六
百
六
十
七
世
帯
で
し
た
が
、
昭

和
五
十
五
年
で
は
千
六
百
八
十
三

世
帯
と
人
口
と
は
逆
に
十
六
世
帯

　．づ

　●　　　」

霊地

程島

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
理

由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、

昭
和
三
十
五
年
～
昭
和
四
十
五
年

ま
で
の
急
激
な
人
口
流
出
は
若
年

層
に
集
中
し
て
い
た
た
め
、
世
帯

単
位
の
流
出
が
比
較
的
少
な
か
っ

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た

交
通
網
、
情
報
網
の
発
達
に
よ
り

山
あ
い
の
村
で
も
都
市
化
の
影
響

を
受
け
、
核
家
族
化
が
進
ん
だ
こ

と
も
要
因
の
一
つ
で
す
。

現
在
村
内
で
後
継
者
と
い
っ
し
ょ

に
住
ん
で
い
な
い
世
帯
が
二
百
ほ

ど
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
世
帯
の

中
に
は
、
後
継
者
が
都
会
で
生
活

の
基
盤
を
築
い
て
い
る
人
も
多
く
、

、
、
（
．
／

将
来
中
里
村
を
離
れ
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
山
間
地
区
で

は
、
六
十
歳
以
上
の
お
年
よ
り
だ

け
が
住
ん
で
い
る
世
帯
も
多
く
、

あ
と
十
年
～
十
五
年
後
に
は
第
二

の
過
疎
化
現
象
（
挙
家
離
村
）
が
起

こ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

＿．一＿／

　）

山村を生かす村づくりを　　．」
　！一
．ノ

一　
昭
和
三
十
年
当
時
、
一
世
帯
あ

た
り
五
・
九
人
あ
っ
た
人
員
も
、

昭
和
五
十
五
年
に
は
四
・
二
人
に

減
少
し
て
い
ま
す
。

中心地からの距離別
人口減少率　」塑
　　　　　　S30
二二二二］84．6％

　　　　　　68．2％

　　　　　　47．6％

　平　均　　71．6％

邑マ◎’広報噸N《322　　駒．5．10（3）

十日町市中魚沼郡市町村人口

人口の推移（人．）
市町村

人　　　　口 世　　　　帯

S30
国調

S55
国綱

叢％ S30
国調

S55
国綱

叢％
学校区 S30 S35 S40 S45 S50 S55 藷％

十日訂市 50，770 49，555 97．6％ 8，696 12，516 143．9％

田　　沢 3，964 3，781 3，652 3，554 3，568 3，568 90％

川西町 14，804 9，883 66．8％ 2，786 2，358 84．6％

高道山 1，114 1，032 950 854 802 791 71％

津南町 21，909 13，841 63．2％ 3，973 3，706 93．3％

清津峡 1，063 923 751 578 500 496 47％

中里村 ．9，863 7，057 72　％ 1，667 1，683 101％
倉　俣 2，055 1，877 1，641 1，417 1，223 1，188 58％

貝　　野 1，667 1，548 1，347 1，155 1，034 1，014 61％ 5．9人
　5，9人　　　　　　　　ヂ世帯あたりの人員
　　　　5．4人　　　　　〆
10，000人　　　　　　　　　　　4・9人

　9，靱』　　4・4人4・2人4・2人合計 9，863 9，161 8，341 7，558 7，127 7，057 72％

一世帯あたりの人員
ノ

5，9人

5．4人

4，9人

4．2人　4．2人
4．4人

10，000人

　　　ト
　　9．863

9．161

7・1277．『b57

8・341ノー、●、
　　　　　7，558
　　人口

7．000人

世
帯
人
員

人
口

S55S50S45S40S35S30

（人口）移推の口

5．9人

4人

（世帯数）

人

学校区 　S30り
S35 S40 S45 S50 S55 S55

蕊6％

田　　沢 693 739 756 796 824 842 122％

高道山 178 178 181 175
　　し、

171 171 96％

清津峡 161 154 148 140 129 125 78％

倉　俣 334 338 329 314 294 288 86％

貝　　野 301 302 291 274 261 257 85％

合計 1，667 1，711 1，705 1，699 1，679 1，683 101％

轟
灘
雛
泪
還
一
人
の
死
亡

　
中
里
村
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
み
数
が
減
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
三
十
六
年
で
は
、
一
年
間

に
百
五
十
一
人
の
出
生
が
あ
り
ま

し
た
が
五
十
五
年
に
は
九
十
四
人

と
減
少
し
て
い
ま
す
。
昭
和
三
十

五
年
で
は
、
○
歳
ー
十
四
歳
ま
で

の
人
口
が
三
千
百
四
十
三
人
を
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
、

え
全
体
の
三
四
・
三
％
を
占
め
て
し

ま
し
た
が
、
昭
和
五
十
五
年
で
は
、

千
四
百
四
十
四
人
と
な
り
全
体
の

二
〇
・
五
％
と
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
死
亡
者
は
、
昭

　
　
　
　
　
　
和
三
十
六
年
の
八

　
　
　
　
　
　
十
七
人
に
比
べ
、

　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
七
年
で
。

　
　
　
　
　
　
は
六
十
六
人
と
減

　
　
　
　
　
　
少
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
自
然
増
加
（
出

　
　
　
　
　
　
生
と
死
亡
の
差
）

　
　
　
　
　
　
を
見
ま
す
と
人
口

　
　
　
　
　
　
の
高
齢
化
も
手
伝

っ
て
、
昭
和
三
十
年
以
降
、
出
生

数
が
死
亡
者
数
を
三
十
～
五
十
上

回
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
反
面
、
社

会
増
加
（
転
入
と
転
出
の
差
）
は
、

昭
和
四
十
七
年
ま
で
転
出
者
が
百

五
十
～
三
百
三
十
く
ら
い
多
く
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
八

年
以
降
は
、
百
以
内
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

年代層の推移
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昭
和
二
十
年
代
ま
で
は
、
農
家

人
口
の
流
出
が
問
題
に
な
6
ど
こ

ろ
か
、
過
剰
人
口
の
方
が
よ
り
大

き
な
社
会
問
題
で
し
た
。
し
か
し
、

昭
和
三
十
年
代
に
入
り
、
神
武
景

気
、
岩
戸
景
気
を
経
て
、
日
本
経
済

は
驚
威
的
な
発
展
を
遂
げ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
社
会
情
勢
に
よ
り
、
農

家
の
二
男
、
三
男
が
労
働
者
と
し

て
都
会
へ
急
激
に
流
出
し
ま
し
た
。平場の人口減少はゆるやか

4
歳
　
　
9
歳
　
　
9
歳

1
　
　
　
　
　
6
乙
　
　
　
　
　
4

～
　
　
　
～
　
　
　
～

0
歳
　
5
歳
　
0
歳

　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
3

こ
の
結
果
、
農
家
と
都
会
の
所
得

差
が
拡
大
し
、
農
業
に
見
切
り
を

つ
け
て
一
家
で
都
会
へ
出
る
人
が

続
出
し
ま
し
た
。
ま
た
農
家
の
副

業
で
あ
っ
た
炭
焼
き
も
燃
料
革
命

と
と
も
に
衰
退
し
、
ま
す
ま
す
所

得
の
格
差
を
拡
げ
ま
し
た
。
こ
の

他
に
も
交
通
の
便
や
情
報
網
の
発

達
に
よ
り
都
市
化
の
影
響
を
受
け

そ
の
こ
と
が
故
郷
を
捨
て
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
集
落
内
の
戸
数
が
減
る
と
共
同

体
と
し
て
の
維
持
が
困
難
と
な
り

一
戸
～
二
戸
の
挙
家
離
村
が
全
体

の
離
村
に
つ
な
が
り
ま
す
。
阿
寺

集
落
（
十
五
戸
）
、
牧
畑
集
落
（
十

一
戸
）
も
こ
の
よ
う
な
状
態
で
廃

村
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
二
十
六
戸
の
中
で
、
村
内
に
定

住
し
た
の
は
わ
ず
か
十
二
戸
（
四

六
％
）
に
す
ぎ
ま
せ
．
ん
。
現
在
も

こ
う
し
た
厳
し
い
現
実
に
直
面
し

て
い
る
集
落
が
あ
り
ま
す
。
村
民

の
英
知
を
結
集
し
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
こ
の
村
で
生
計
を

た
て
ら
れ
る
よ
う
な
道
を
考
え
る

こ
と
が
、
今
の
私
た
ち
に
一
番
必

要
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
幸
い
当
村
に
は
、
恵
ま
れ
た
観

光
資
源
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
六
十

年
に
関
越
自
動
車
道
が
開
通
し
、

更
に
、
昭
和
六
十
年
に
津
南
町
の

年
金
保
養
基
地
（
宿
泊
施
設
地
下

一
階
地
上
八
階
建
、
収
容
人
員
一

般
三
百
五
十
六
人
）
が
オ
ー
プ
ン

す
れ
ば
、
当
村
を
訪
ず
れ
る
観
光

客
は
急
増
し
ま
す
。
こ
の
チ
ャ
ン

ス
を
生
か
す
た
め
に
は
、
都
会
の

人
た
ち
の
求
め
て
い
る
美
し
い
自

然
を
生
か
し
た
、
観
光
農
園
、
山

菜
の
加
工
販
売
、
記
念
植
樹
園
、

山
林
の
分
譲
、
、
魚
釣
り
、
廃
家
利

用
の
学
生
村
な
ど
を
考
え
村
民
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
過
疎
を
は

ね
か
え
し
、
豊
か
な
村
づ
く
り
を

す
す
め
ま
し
ょ
う
。
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蕪
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篠嫉轟

　
日
本
一
の
豪
雪
地
、
こ
の
中
里
村
に
近
年
三
社
（
新
潟
計
器
、
保

坂
製
作
所
、
新
デ
ン
シ
）
が
工
場
進
出
し
ま
し
た
。
現
在
、
三
社
を

合
せ
る
と
百
人
を
超
す
人
た
ち
が
働
い
て
い
ま
す
。
働
く
場
の
少

な
い
中
里
村
に
と
っ
て
、
こ
れ
ら
の
工
場
は
雇
用
の
場
の
確
保
に

大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
こ
の
三
社
を
紹
介
し
ま
す
。

o
o
麺
o
典
唾
o
o
亟
o
垂
唾
o
o
亟
墜
o
o
o
’

この仕事にかける

小原
樋口茂芳さん

　私は、53年に新潟計器に入社しました。

その後、会社も着々と業績を伸ばし、現在

では45名の仲問が働いています。勤めた当

初は夜遅くまで仕事をすることも再々でし

たが、この会社が軌道にのるまでと皆でガ

ンバリました。今では、一部の工程の責任

を負かされてお1）、責任をまっとうするこ

との難しさを痛感しています。

　村内には、他に2社が工場進出をしてい

ますが、雇用の場の確保に貢献していると

思います。わたしたちも、この仕事に誇『）

をもって毎日ガンバッていきたいと思いま

す。

　
　
新
潟
計
器
㈱

　
新
潟
計
器
は
、
国
道
一
一
七
号

線
沿
い
の
如
来
寺
地
内
に
あ
り
ま

す
。
昭
和
五
十
一
年
七
月
、
干

溝
（
旧
保
育
所
）
で
創
業
を
は
じ

め
た
当
初
は
従
業
員
も
十
人
く
ら

い
で
し
た
が
、
今
で
は
四
十
五
人
’

（
男
子
九
人
、
女
子
三
十
六
人
）

を
擁
す
ま
で
に
業
績
を
伸
ば
し
て

い
ま
す
。
従
業
員
の
平
均
年
齢
は

三
十
歳
前
後
と
若
く
職
場
に
活
気

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
本
社
の
日
本
精
密
測
器
㈱
は
、

群
馬
県
の
渋
川
市
に
あ
り
ま
す
。

中
里
工
場
で
は
、
主
に
血
圧
計
と

計
器
類
（
メ
ー
タ
ー
）
を
作
っ
て

い
ま
す
。

ガ
任
こ
　
い
と
り
ま
ノ

　
本
社
か
ら
赴
任
さ
れ
て
い
る
桐

生
さ
ん
は
「
こ
の
中
里
工
場
は
、

交
通
の
便
も
良
く
本
社
で
も
期
待

し
て
い
る
ん
で
す
よ
。
将
来
は
、

あ
と
二
十
人
～
三
十
人
増
貝
し
た

い
意
向
で
す
一
と
、
話
さ
れ
ま
し

た
。　

㈱
保
坂
製
作
所

　
㈱
保
坂
製
作
所
新
潟
工
場
は
、

国
道
三
五
三
号
線
に
面
し
た
通
り

山
地
内
に
あ
り
ま
す
。
昭
和
五
十

五
年
三
月
の
創
業
当
初
、
十
人
ほ

ど
だ
っ
た
従
業
員
も
現
在
で
は
、

三
十
八
名
（
男
子
六
名
、
女
子
三

十
二
名
）
と
増
え
て
い
ま
す
。

饗

▼
新
潟
計
器
▲

　
こ
の
会
社
で
生
産
し
て
い
る
の

は
、
プ
ラ
グ
つ
き
電
源
コ
ー
ド
で

す
。
（
音
響
関
係
）
。
月
生
産
量
は

百
万
本
を
数
え
、
昨
年
の
販
売
額

は
六
億
三
千
万
で
す
。

　
東
京
に
本
社
を
も
つ
こ
の
工
場

は
、
情
報
の
キ
ャ
ッ
チ
が
早
く
、

製
品
管
理
、
人
事
管
理
が
撤
底
し

て
い
ま
す
。
従
業
員
の
平
均
年
齢

は
、
四
十
歳
く
ら
い
と
少
し
高
め

で
す
が
そ
れ
だ
け
、
仕
事
の
内
容

が
幅
広
い
年
代
層
に
合
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
社
長
の
保
坂
さ
ん
は

中
里
村
の
芋
沢
出
身
の
方
で
「
従

業
員
を
五
十
人
ま
で
増
や
し
、
販

売
額
を
十
億
円
ま
で
伸
ば
し
た
呂

と
は
り
き
っ
て
い
ま
す
。

　
新
デ
ン
シ
㈱

　
村
内
の
進
出
企
業
の
中
で
最
も

新
し
い
新
デ
ン
シ
㈱
は
、
如
来
寺

地
内
に
あ
り
ま
す
。
去
年
の
十
月

一
日
に
創
業
を
開
始
し
、
現
在
、

若
い
マ
マ
さ
ん
た
ち
を
中
心
に
、

二
十
六
名
（
男
子
三
名
、
女
子
二

十
三
名
）
が
働
い
て
い
ま
す
。
こ

、噛’糊駐ご調f
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▼
保
坂
製
作
所
▲

こ
で
作
ら
れ
て
い
る
製
品
は
　
ラ

ジ
オ
カ
セ
ッ
ト
な
ど
の
音
響
部
分

に
使
用
す
る
コ
イ
ル
で
す
。
こ
の

会
社
は
、
㈲
ヒ
ム
産
業
（
小
千
谷
）

の
子
会
社
と
し
て
独
立
し
た
も
の

で
す
。

　
新
電
子
の
社
長
丸
山
さ
ん
は
「
現

在
、
ア
ル
プ
ス
電
気
（
小
出
）
か
ら

出
る
仕
事
も
増
え
て
い
ま
す
の
で
、

従
業
員
も
徐
々
に
増
や
し
て
行
き

た
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

灘灘

廻▼
　新

　デ

　ン

　シ
　▲

灘鞭

◎
三
社
の
工
場
外
観
と

　
新
し
い
職
場
で
ハ
リ

　
キ
ル
人
た
ち

広報噸かマに（5）南32258．5．10

　
国
土
の
実
態
を
科
学
的
且
つ
総

合
的
に
調
査
し
、
国
土
の
開
発
と

保
全
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
籍

の
明
確
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
国
土
調
査
事
業
が
全
国
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
新
潟
県
で
は
、
昭
和
三
十
三
年

度
に
西
蒲
原
郡
分
水
町
が
事
業
に

着
手
し
、
翌
年
中
里
村
、
十
日
町

市
、
津
南
町
、
川
西
町
が
上
信
濃

川
地
区
と
し
て
事
業
指
定
を
受
け

　
　
の

　
　
　

　
　
位

　
　
単

　
　
（別面積目地

県
営
事
業
と
し
て
国
土
調
査
に
着

手
し
ま
し
た
。

　
県
内
で
は
、
今
ま
で
に
五
十
八

町
村
が
事
業
に
着
手
し
、
す
で
に

十
三
市
町
村
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

（
十
日
町
市
・
休
止
、
・
津
南
町
．

継
続
、
川
西
町
・
完
了
）

　
わ
が
中
里
村
は
、
実
質
的
に
昭

和
三
十
五
年
に
着
手
後
、
約
二
十

一
年
の
歳
月
を
か
け
、
昭
和
五
十

六
年
三
月
に
全
測
量
調
査
を
完
了

地　　　目
調　　査　　前 調　　査　　後

筆　　数 面　　積 筆　　数 面　　積

田 28，868 686．13 20，800 883．51

畑 15，631 500．88 8，571 405．57

宅　　　　　地 2，819 59．49 2，039 76．14

鉱　　泉　　地 3 0．01 2 0，002

池　　　　　沼 31 2．28 57 4．73

山　　　　林 11，146 1，711．10 11，088 2，712．73

原　　　　野 9，221 625．85 5，942 446．71

墓　　　　地 95 2．20 102 3．41

境　・内　　地 49 1．77 52 3．46

水道用地 1

用悪水路 49 0．40 152 24．48

溜　　　　　池 39 2．95 77 8．53

堤 300 2．26

保　　安　　林 838 236．11 684 338．98

公衆用道路 2，212 21．46 521 59．13

雑　　種　　地 929 17．97 4，186 125．91

学校用地 202 3．64 41 6．17

鉄道用地 1，101 14．23 14．64

長　　狭　　物 787 577．15

筆界未定地 0．96

計 73，533 3，888．73 55，102 5，692．21

イ
鴨

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
五
十

七
年
度
に
地
籍
調
査
管
理
事
業
を

進
め
最
終
的
に
完
了
し
そ
の
成
果

を
、
税
務
課
に
移
管
し
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
に
要
し
た
経
費
は
、

二
億
八
百
万
円
に
お
よ
び
、
そ
の

内
、
県
か
ら
の
補
助
金
が
九
千
五

百
万
円
（
四
五
・
七
％
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
調
査
に
よ
り
五
千

六
百
九
十
二
ヘ
ク
タ
；
ル
の
地
籍

図
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
測
量
方
法
は
、
航
測

　
　
　
　
併
用
法
で
二
千
七
百
ヘ

　
　
　
　
ク
タ
ー
ル
、
地
上
法
で

　
　
　
　
二
千
九
百
九
十
二
ヘ
ク

　
　
　
　
タ
ー
ル
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
内
、
四
干
百
五
十
三
ヘ
タ
タ

ー
ル
を
縮
尺
五
百
分
の
一
の
地
籍

図
に
、
千
五
百
三
十
九
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
千
分
の
一
の
地
籍
図
に
し
ま

し
た
。

　
左
上
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

調
査
前
に
比
べ
調
査
後
で
は
、
千

八
百
三
ヘ
タ
タ
ー
ル
面
積
が
増
え

て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
考

え
ら
れ
る
こ
と
は
、
明
治
二
十
七

年
こ
ろ
作
成
し
た
更
正
図
が
測
量

枝
術
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た
た
め

特
に
山
林
や
原
野
の
面
積
が
不
正

確
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。

　
国
土
調
査
で
作
成
さ
れ
た
地
籍

図
は
、
今
後
あ
ら
ゆ
る
土
地
の
基

本
と
な
る
も
の
で
す
。

　
二
十
数
年
と
い
う
歳
月
を
か
け

た
こ
の
事
業
の
た
め
に
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
み

な
さ
ん
に
厚
く
感
謝
致
し
ま
す
。

　
今
年
、
小
学
校

に
入
学
さ
れ
た
児

童
の
交
通
安
全
を

願
っ
て
、
中
里
村

建
設
協
会
か
ら
新

入
生
九
十
七
人
に

対
し
黄
色
の
コ
ゥ

モ
リ
傘
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た

安
全
協
会
か
ら
は

黄
色
の
ラ
ン
ド
セ

ル
カ
バ
ー
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

”
運
転
を
さ
れ
る

み
な
さ
ん
”
黄
色

の
コ
ウ
モ
リ
や
黄

色
の
ラ
ン
ド
セ
ル

を
見
か
け
ま
し
た

ら
特
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
雨
の
日
や
夜
間

は
、
黄
色
が
目
立

ち
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
雨
の
日
の

夜
な
ど
は
、
目
立
つ
服
装
を
し
て

身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

安
全
協
会
役
員
決
ま
る

★
相
談
役
（
監
事
）
山
田
周
平
山
崎

★
会
　
長
　
　
杉
谷
清
六
荒
屋

★
副
会
長
　
　
上
原
辰
巳
上
山

★
　
〃
　
　
　
渡
辺
三
雄
山
崎

★
支
部
長

o
田
沢
㈲
地
区
桑
原
徳
重
上
山

O
田
沢
㈹
〃
　
金
沢
紀
一
田
沢

O
倉
俣
　
　
〃
　
高
橋
定
利
倉
俣

o
貝
野
　
　
〃
　
村
山
喜
作
宮
中

O
清
津
峡
〃
　
阿
部
芳
男
高
道
山

　
中
里
村
安
全
協
会
で
は
、
交
通

安
全
家
庭
の
日
、
飲
酒
運
転
追
放

の
日
な
ど
に
村
内
を
巡
視
し
、
交

通
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
も
交
通
安
全
に
つ
い

て
お
気
ず
き
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
安
協
の
役
員
ま
で
ど
う
ぞ
。

露
2
虐
2
薩
2
醒
2
碧
露
碧
薩
醒
薩
露
2
饅
薩
農
薩
露
置
2
薩
2
2
2
霞
露
霞
薩
2
2
薩
露
2
露
農
饅
2
置
置

r綾章』図寮馨集

　　新設中里中学校
　60年4月開校する中里中学校の「校章」の図案を

募集します。

　　　　　　　要　　　　項

1．校章への願い
　　中里村の地理的条件や自然を表わすもの。　（苗

　場山のふところにいだかれる・日本一の信濃川・

　四季折々の美しさをかもしだす清津峡・しんしん

　と音もなく降る雪）

2．応募要領
　（1）用紙……ケント紙または、上質画用紙（25cm×

　25cm）、裏に住所、氏名、勤務先、学校名、学年

　およびデザインの意図を記入のこと。

　（2）色彩……2色以内のこと。白、黒で図案し、

　　色彩の指定（金、銀）があれば記入のこと。

　（3）資格……中里村民または、村内に勤務する人

　（4）期限……58年6月30日
　（5）あて先…中里村教育委員会内校章制定委員会

3．審査、表彰、採用
　（1）制定委員会が審査し、優秀作品を次にように

　　表彰する。

　　採用作品……1点（賞状、賞金3万円）

　　次点作品……2点（賞状、賞金1万円）
　　（なお、児童、生徒が選ばれた場合は、賞金に

　　相当する記念品を贈る）

　（21作品の一部を修正することもあります。

　㈲　採用作品の版権は、中里中学校に属する・

　（，1）採用作品は今後校旗、校名旗、バッジ、ワッ

　　　ペン、名札等幅広く使用する。

4．発　表……「広報なかさとJ8月号
5．参　考……次の図案は3中学校の校章です。

　　　田沢中　　　　倉俣中　　　　貝野中
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湯
沢
駅
ま
で

　
　
　
バ
ス
運
行

　
四
月
二
十
七
目
、
森
宮
野
原

駅
前
で
、
森
宮
野
原
‡
越
後
湯

沢
間
の
バ
ス
運
行
開
通
式
が
行

わ
れ
、
十
時
二
十
七
分
、
は
じ

め
て
の
バ
ス
が
栄
村
の
老
人
ク

ラ
ブ
の
人
た
ち
を
乗
せ
て
、
湯

沢
駅
に
向
い
ま
し
た
。

　
当
村
の
清
津
峡
入
ロ
（
和
泉

屋
前
）
以
降
は
全
部
停
車
し
ま

す
。
一
目
三
往
復
（
清
津
峡
入
口

発
・
八
時
三
十
一
分
・
十
時
五
十

分
、
十
五
時
五
十
三
分
．
6
運
賃
は

五
百
円
と
な
っ
て
い
ま
ず
。

一
藤
欝
警
馨
展

　
お
年
寄
り
な
ら
で
は
の
き
め
細

や
か
な
数
々
の
作
品
に
心
が
打
た

れ
ま
す
。
四
月
二
十
五
日
、
二
十

六
日
に
開
が
れ
た
老
人
工
芸
品
展

の
会
場
と
な
っ
た
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
三
階
は
、
と
て
も
温
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
美
し
い
山
水
の
掛
軸
、
と
て
も

鮮
や
か
な
毛
糸
編
の
足
ふ
き
、
魚

と
り
の
網
、
ゾ
ウ
リ
、
ス
ッ
ポ
ン
、

テ
ゴ
、
ミ
ノ
、
ザ
ル
、
ど
れ
を
と

っ
て
み
て
も
す
ば
ら
し
い
も
の
ば

か
り
。
そ
の
中
で
も
高
道
山
の
渡

辺
さ
ん
の
作
っ
た
正
月
用
の
床
飾

り
は
、
ひ
と
き
わ
来
訪
者
の
目
に

と
ま
り
ま
し
た
。
来
訪
者
の
中
に

は
「
今
年
も
、
あ
の
人
の
作
品
を

買
い
に
来
た
一
と
い
っ
た
工
芸
展

フ
ァ
ン
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
人
で
二
品
も
三
品
も
買
う
人

も
い
て
、
会

計
係
が
て
ん

や
わ
ん
や
す

る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
・
つ
し
た

ワ
ラ
細
工
や

竹
細
工
の
技

術
が
次
の
世

代
に
受
け
継

が
れ
て
い
な

い
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
技
術
を
残

す
た
め
に
も
、
ワ
ラ
細
工
や
竹
細

工
の
民
芸
品
、
置
き
物
づ
く
り
な

ど
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
に
今
年
は
老
人
ク

ラ
ブ
と
役
場
が
協
力
し
あ
っ
て
、

民
芸
品
や
置
き
物
づ
く
り
を
始
め

る
意
向
で
す
。

しんく仕事はまかせておくれ

セールスマンに
　　　　甘い顔は禁物
　最近、家に居るお』年寄りが悪質な商法

や商取引に巻き込まれ思わぬ被害を受け

ることが多くなつています。

　お年寄りの方はぐ老後の生活を支えな

ければならない年金収入やたいせっな貯

金を、買い急ぎ不必要な品物を買って
しまったということのないように注意し

ましょう。品物を購入するときは、それ
が、f今すぐ必要か」をよく考えましょう。

　購入の申し込み、または契約をしてし

まったが、申し込みや契約の撤回をした

い場合は、訪問販売法、割賦販売法の指

定商晶につ。いて契約した8を含めて4日

以内に書面で業者に通知すれば無条件で

撤回または解約ができます。ただし、現

金て全部支払ったものや商品によって一

部使用したものはできません。（クーりン

グ・オフ制度）

鯉
を
飼
い
ま
せ
ん
か

噸新

朴
木
沢

樋
・
恵
勝
子
さ
ん

　
も
っ
ぱ
ら
恵
子
さ
ん
の
相
談
相

手
を
し
て
い
た
と
い
う
勝
さ
ん
。

こ
の
二
人
は
今
で
も
「
ど
う
し
て

結
婚
し
た
ん
か
ね
」
な
あ
ー
ん
て

ト
ボ
ケ
て
い
ま
す
。
お
互
い
の
印

象
を
「
親
身
に
な
っ
て
相
談
に
の

っ
て
く
れ
誠
実
そ
う
に
感
じ
ま
し

た
一
と
、
恵
子
さ
ん
。
　
「
泣
き
虫

な
ん
で
す
よ
。
け
ど
そ
こ
が
と
て

も
可
愛
い
か
っ
た
で
す
一
と
、
勝

さ
ん
。
恵
子
さ
ん
が
来
て
か
ら
家

の
中
に
女
性
が
四
人
と
な
り
男
性

軍
の
威
力
が
お
ち
た
と
か
。
ケ
ン

カ
は
ほ
と
ん
ど
し
な
い
と
い
う
二

人
は
「
他
の
人
は
ど
ん
な
こ
と
で

ケ
ン
カ
を
す
る
の
か
ね
一
と
、
不

思
議
顔
。
今
年
の
八
月
に
二
世
が
．

誕
生
す
る
と
い
う
二
人
は
「
私
、

女
の
子
」
「
オ
レ
男
の
子
」
と
、
そ

れ
ぞ
れ
希
望
は
違
い
ま
す
が
「
健

康
で
あ
れ
ば
」
と
、
早
く
も
親
心

を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な

甘
ー
い
二
人
も
「
中
里
村
の
ス
ポ

ー
ツ
が
活
発
に
な
ら
な
い
の
は
、

小
、
中
学
生
の
時
、
ス
ポ
ー
ツ
を

や
る
人
が
少
な
く
な
っ
た
の
で
は

？
一
と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
河
川
の
汚
れ
と
と
も
に
、
年
々

鯉
を
飼
う
家
庭
が
減
っ
て
き
て
い

ま
す
。
転
作
の
始
ま
っ
た
こ
ろ
は

転
作
田
を
利
用
し
て
、
鯉
の
養
殖

も
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
が
、
越
冬

管
理
と
販
売
等
に
問
題
が
あ
り
、

最
近
で
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
村
で
は
、
こ
の
よ
う
な

諸
問
題
を
解
消
し
、
水
産
振

興
を
図
る
た
め
に
、
夏
場
飼

育
し
た
鯉
を
買
い
上
げ
る
制

度
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
し
た
い

方
は
、
五
月
末
日
ま
で
に
開

発
課
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
今
年
は
、
稚
魚
を
中

心
に
考
え
て
い
ま
す
が
、
二

歳
～
三
歳
の
鯉
に
つ
い
て
も

相
談
に
応
じ
ま
す
。
な
お
、

飼
育
す
る
稚
魚
も
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

食
用
鯉
に
人
気

　
五
月
一
日
、
二
日
、
三
日
養
魚
場

で
行
わ
れ
た
鯉
の
即
売
会
は
、
盛

況
の
う
ち
に
終
わ
り
、
三
日
間
の

総
売
上
げ
百
三
十
四
万
七
千
百
五

十
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
養
魚
場
で
は
つ
り
堀
り
も
で
き

ま
す
。
ご
家
族
づ
れ
で
ど
う
ぞ
。錦鯉は飛ぷように売れました
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私
的
な
道
路
占
用
は

占
用
料
が
と
ら
れ
ま
す
。

　
村
道
敷
地
内
に
、
個
人
の
た

め
の
看
枚
や
池
に
水
を
引
く
た

め
の
パ
イ
プ
を
ふ
せ
た
り
し
ま

す
と
、
四
月
一
日
か
ら
占
用
料

を
徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
中
里
村
道
路
占
用

料
徴
収
条
例
が
、
三
月
に
開
か

れ
た
第
一
回
中
里
村
議
会
定
例

会
で
審
議
可
決
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
ま
す
。

　
こ
の
条
例
で
は
、
電
々
公
社

の
行
う
事
業
・
電
気
の
各
戸
引

込
み
、
ガ
ス
・
水
道
の
引
込
み

な
ど
公
共
的
な
事
業
は
除
外
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
私
的
な
こ
と
で
、
道
路
占
用

す
る
と
き
は
、
役
場
建
設
課
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
詳
し
く
知
り
た
い
方

は
建
設
課
管
理
係
ま
で
。

（
魯
二
五
一
一
内
線
七
二
）

役
立
っ
て
い
ま
す
簡
保
資
金

　
郵
便
局
の
簡
易
保
険
で
は
、

皆
さ
ま
か
ら
払
込
ま
れ
た
保
険

料
の
積
立
金
を
「
豊
か
な
国
づ

く
り
」
「
明
る
い
街
づ
く
り
」
の

た
め
、
県
や
市
町
村
に
融
資
し

て
い
ま
す
。
中
里
村
に
も
「
過
疎

対
策
事
業
費
」
　
（
中
里
中
学
校

舎
建
築
事
業
、
除
雪
機
械
整
備
、

村
道
、
林
道
改
良
事
業
、
七
川

橋
改
良
事
業
等
）
の
一
部
と
し

て
、
五
月
十
八
日
融
資
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

墾≧持とう、思いやりの心
　
歌
や
踊
り
の
熱
演

に
土
市
の
養
護
老
人

ホ
ー
ム
妻
有
荘
の
お

年
寄
り
た
ち
が
惜
し

み
な
い
拍
手
を
送
り

ま
す
。

　
去
る
四
月
六
日
、

中
里
村
里
菊
会
（
皇

居
奉
仕
団
）
と
や
よ

い
会
（
踊
ク
）
の
み

な
さ
ん
が
妻
有
荘
に

歌
と
踊
り
と
お
菓
子

　や

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
し
た
。

　
妻
有
荘
は
、
昭
和
三
十
年
十
一

月
に
開
設
（
定
員
三
十
四
人
）
し

そ
の
後
、
幾
多
の
増
改
築
を
行
い

現
在
で
は
、
八
十
人
が
入
居
し
て

い
ま
す
。

　
健
康
な
人
た
ち
は
、
袋
貼
り
な

ど
の
内
職
を
し
た
り
、
囲
碁
や
生

花
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
村
山
園
長
は
「
こ
こ
に
好
ん
で

入
っ
て
く
る
お
年
寄
り
は
い
な
い

ん
で
す
よ
、
家
族
と
い
っ
し
ょ
に

　
　
　
　
住
み
た
い
ん
で
す
。

　
　
　
　
だ
か
ら
家
族
の
方
か
ら

　
　
輪
電
話
や
面
会
に
来
て
ほ

広げようボランティア活動の

し
い
で
す
ね
。
そ
れ
が

お
年
寄
り
た
ち
に
と
っ

て
一
番
う
れ
し
い
こ
と

な
ん
で
す
か
ら
一
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
里
菊
会
と
や
よ
い
会

が
こ
こ
を
訪
ず
れ
た
の

は
、
今
回
で
二
回
目
と

い
い
ま
す
。
こ
う
し
た

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を

見
習
い
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
原
町
の
根
津
信
平
さ
ん

　
　
　
ま
、
芋
川
か
ら
こ
こ
に
来

　
　
　
・
て
三
十
六
年
目
に
な
る
と

　
　
　
い
う
専
業
農
家
で
す
。
現

　
　
　
在
、
乳
牛
六
頭
・
水
稲
一

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
ス
カ
シ
ユ
リ
三

十
ア
ー
ル
の
経
営
を
し
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
小
松
原
の
高
冷
地
野
菜

栽
培
に
挑
戦
す
る
た
め
、
去
年
ま

で
栽
培
し
て
い
た
タ
バ
コ
を
や
め

た
と
い
い
ま
す
。
「
乳
牛
は
出
稼
ぎ

に
出
る
か
わ
り
と
思
っ
て
や
っ
て

き
ま
し
た
。
生
き
も
の
を
飼
う
の

は
休
み
の
日
が
な
く
た
い
へ
ん
だ

け
ど
、
情
が
う
つ
っ
て
か
わ
い
い

も
ん
で
す
よ
凶
農
業
も
減
反
等
で

厳
し
い
で
す
が
「
俺
た
ち
の
時
代

は
健
康
で
働
き
さ
え
す
れ
ば
生
活

原
町根

津
信
平
さ
ん

で
き
た
け
ど
、
こ
れ
か
ら
は
違
つ

と
思
う
ね
。
何
と
い
っ
て
も
人
よ

り
も
早
く
市
場
の
情
報
を
キ
ャ
ッ

チ
し
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
ら
凶
農
家
に
嫁
さ
ん
が

い
な
い
と
い
い
ま
す
が
「
こ
れ
は

本
当
に
困
っ
た
問
題
だ
の
。
昔
と

違
っ
て
農
業
も
機
械
化
さ
れ
て
重

労
働
が
少
な
く
な
っ
た
し
、
考
え

方
も
新
し
く
な
っ
て
い
る
か
ら
農

業
も
い
い
と
思
う
が
ね
一
後
継
者

問
題
は
「
若
い
人
が
農
業
に
魅
力

を
も
た
な
い
の
は
、
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
農
業
の
楽
し
さ
や
た
い
へ
ん

さ
を
教
え
な
い
か
ら
だ
と
思
う
。

小
・
中
学
校
で
ど
ん
ど
ん
農
業
と

接
し
て
や
っ
て
ほ
し
い
一

根
津
さ
ん
の
家
で
は
、
長
男
が
農

業
を
継
ぎ
、
親
子
で
小
松
原
へ
大

き
な
夢
を
抱
い
て
い
ま
す
。

＊行・事・予・定＊
　　　　　※変更することがあります。
　　　　　・勾用の際は担当課で確認を。

11休） 清田山自然遺動公園オープン

12休） 出稼組合総会（老人福祉センター13：30～）

13㈹
心配こと相談日（老人福祉センター、
13：00～16：00）

校内陸上競技記録会（倉俣中）

14㈹
テレピ放映（キッチンバトロール、中里
村の山菜料理9：45～10：00）

15（日） 休日救急医（至誠堂医院02575－2－3276）

16（月） 沖縄返環日

17（幻

18休》 国際善意デー

19休） 村内合同修学旅行（小学6年）

20㈹
心配二と相談日（老人福祉センター、
13：00～16：00）

農地関係許可申請メ切

21㈹
テレビ放映（ダイナミックサタテー、
農爵チャンピオン2：10～）

22（日） 休日救急医（中条病院02575－7－3018）

23（月） 健康相談日（保健センター9：30～14：00）

24（火）

25㈱
26休）

27働
心配ごと、行政相談日（老人福祉センター
13：00～16：00）

28（土） テレビ放映（ダイナミックサタテー、

民厨チャンピオン2：10～）
29（日） 休日救急医（至誠堂医院02575－2－3276〉

3α月）

31（刈

1休） 気象記念日

2休）

3㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター、
13：00～16：00）

4（土）

虫歯予防デー

テレビ放映（ダイナミックサ9テー、
民厨チャンビオン2110～）

5（日） 休日救急医（上村病院2111）
6（月） 移動交通事故相談所（十日町市役所10：00～15：00）

7（火）

8㈱

9休）

10㈲

心配ごと相談日（老人福祉センター、
13：00～16：0Q）

時の記念日

農巣者年金、農地相談日（農政課）

交通安全家庭の日

の
Y
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吉
田
町

田
　
中

田
　
沢

十
日
町
市

芋
　
川

津
南
町

上
　
山
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町
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俣

三
条
市

新
　
里

宮
　
中

芋
　
川

十
日
町
市

芋栞重倉東
　沢　　 田

川蓄地下沢

　停電の
お知らせ

5刷2日
午前9：00～午後llOO

　　宮申

6月3日、

午前9：00～午後1：00

　東田沢、豊里


